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今
年
は
、
診
療
報
酬
改
定
が
議
論
さ
れ

る
年
。
物
価
高
の
中
、
医
療
業
界
か
ら
は

「
赤
字
病
院
が
増
大
」
な
ど
と
、
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
〝
大
合
唱
〟
が

起
こ
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ほ
し
い
。
そ

の
裏
で
、
費
用
の
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
合
わ
せ
て
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
が
隔
年
で
実
施
す
る

「
医
療
経
済
実
態
調
査
」（
現
時
点
で
は

2
0
2
3
年
実
施
分
が
最
新
）
を
み
る
と
、

一
般
診
療
所
（
い
わ
ゆ
る
〝
開
業
医
〟）

の
医
業
・
介
護
費
用
の
う
ち
、
給
与
費
が

最
大
の
構
成
比
（
約
51
％
）
を
占
め
、
医

薬
品
費
（
13
％
）
や
水
道
光
熱
費
（
1
％

強
）
等
を
大
き
く
上
回
る
。
職
種
別
の
給

与
水
準
（
年
収
）
を
み
る
と
、
医
師
は

1
1
1
4
万
円
、
看
護
職
員
は
4
0
0
万

円
で
あ
る
の
に
対
し
て
院
長
は
2
6
3
1

万
円
と
圧
倒
的
に
高
い
。

　

他
方
、
わ
が
国
の
特
別
職
国
家
公
務
員

の
給
与
水
準
（
年
収
）
を
み
る
と
、
内
閣

総
理
大
臣
は
4
0
6
1
万
円
、
国
務
大
臣

は
2
9
6
1
万
円
、
内
閣
官
房
副
長
官
や

副
大
臣
は
2
8
4
1
万
円
で
あ
る
。
公
務

員
に
準
ず
る
立
場
に
あ
る
日
銀
総
裁
は

3
6
0
7
万
円
、
同
副
総
裁
は
2
8
5
1

万
円
と
い
う
具
合
だ
。
開
業
医
は
全
国
平

均
で
み
て
も
、
副
大
臣
や
日
銀
副
総
裁
ク

ラ
ス
に
近
い
高
報
酬
を
得
て
い
る
わ
け
で
、

そ
う
し
た
家
庭
で
は
、
年
間
学
費
が
1
千

万
円
超
の
私
大
医
学
部
に
子
弟
を
優
に
進

学
さ
せ
ら
れ
る
の
も
、
さ
も
あ
り
な
ん
だ

ろ
う
。
そ
の
出
ど
こ
ろ
は
診
療
報
酬
だ
。

国
民
が
、
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
層
も
含

め
て
負
担
し
て
い
る
社
会
保
険
料
や
受
診

時
の
窓
口
負
担
、
そ
し
て
納
め
た
租
税
な

の
だ
。

　

ち
な
み
に
、
一
般
病
院
の
職
種
別
の
給

与
水
準
を
み
る
と
、医
師
（
い
わ
ゆ
る
〝
勤

務
医
〟）
の
年
収
の
平
均
は
全
体
で

1
4
6
1
万
円
と
、
病
院
の
開
設
者
別
で

み
た
差
は
あ
ま
り
な
い
が
、
院
長
は
別
だ
。

国
立
の
病
院
は
1
9
0
8
万
円
、
公
立
は

2
0
8
8
万
円
に
と
ど
ま
る
の
に
、
医
療

法
人
の
病
院
長
は
3
0
2
1
万
円
。
そ
れ

で
「
赤
字
で
大
変
だ
」
と
言
わ
れ
て
も
多

く
の
国
民
の
共
感
は
得
ら
れ
ま
い
。

　

市
場
主
義
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
、
高
価
格

の
事
業
に
顧
客
が
付
い
て
く
る
の
な
ら
、

高
報
酬
を
得
る
の
は
自
由
だ
。
し
か
し
、

診
療
報
酬
は
市
場
主
義
経
済
体
制
下
で
は

例
外
的
な
公
定
価
格
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

開
業
医
ら
の
高
報
酬
問
題
は
こ
れ
ま
で
事

実
上
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
。
衆
参
両
院

で
与
野
党
の
勢
力
が
逆
転
し
た
国
会
の
下
、

国
民
全
体
に
と
っ
て
公
平
で
持
続
可
能
な

医
療
分
野
の
政
策
運
営
の
改
革
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

開業医らの高報酬のタブー
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